
先進的省エネルギー投資促進支援事業費補助金活用について
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最新の鉱山における破砕、選別、搬送設備
での省エネルギー投資実例の紹介
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はじめに

3

・UBEマシナリー(株)では、永年砕石を含む鉱山会社の皆様と共にプラントにおける
合理化をMetso:Outotec製破砕機で提案して参りました。
・UBEマシナリー(株)が令和3年に成約させて頂いたプラントの合理化案件で、以
下の3件は省エネ性が優越であることが、国の認定機関に認められ、プラント改造投
資金額の33％～50％を国の補助金の支給を受けることができました。



２．補助事業概要

《補助事業の目的》
省エネルギー性能の高い設備及び機器への更新等に要する経費の一部を
補助し、省エネを促進すること

省エネ・カーボンニュートラルで地球環境へ貢献
永年的な燃料代・電気代の節約

＋
新しい機器導入のコスト削減
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２．補助事業概要
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年度 令和３年 令和４年

補助対象経費 設計費・設備費・工事費 設備費

補助率
（中小企業） ２／３以内 １／２以内 １０／１０以内

省エネルギー効果の
要件

原油換算量ベースで以下のいずれかの要件を満たす事業
（工場及び、事業所単位で）
①計画省エネルギー率が１０％以上
②計画省エネルギー量が７００ｋｌ以上
③計画エネルギー消費原単位の改善率が７％以上

※補助金受給後、成果確認のため2年間の現場確認が入ります。



２．補助事業概要
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≪令和3年度、令和4年度 補助金支給額内容の推移⓵≫

設計費
2K万円

設計費
2K万円 機器費費1.5億円

工事費
3K万円機器費費1.5億円

総額２億円

補助金額:1億円（50％）

補助金額:1.5億円（機器費100％）



２．補助事業概要
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≪令和3年度、令和4年度 補助金支給額内容の推移②≫

総額２億円

設計費
2K万円 機器費費1.5億円 工事費

3K万円補助金額:1.5億円（機器費100％）

残5000万円

この顧客様の場合、本設備投資で年間省エネメリットで2,000万円程度のメリットが出る計画。（月額で167万円）
仮に5年リースで月額100万円を支払っても、省エネメリットは67万円/月となり、実質負担は殆ど無で省エネ設備導
入出来る可能性がある。

備考:リース会社との契約にあたっては別途審査が必要となる場合があります。



３．補助対象事業（令和３年）実例紹介
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岩種 : 砂岩
納入年月 : 2022年1月
令和3年度補助金使用

GSミル+コーンクラッシャ ⇒ HP5 1台に合理化



３．補助対象事業（令和３年）実例紹介
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重油年間使用量
KL/年間

１１％ダウン

22％ダウン



３．補助対象事業（令和３年）実例紹介
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この合理化により、

■事業所の全体のエネルギー使用量22％削減を達成
・骨材の生産電気エネルギ原単位大幅削減(4.54kWh/t → 0.92kWh/t)

（エネルギー原単位を80％削減達成!）

■増産、歩留まり、品質の向上
・20-0mmの増産 (240t/h → 380t/h) 
・20-05の歩留まり向上 (45% → 63%)
・製品品質の維持(粒形判定実績率 61.9%)



• 生産コストの低減（燃料費（エネルギーコスト）、人件費）
代表的な運転コストの分類

穿孔
15%

発破
15%

積込
15%

運搬
30%

一次破砕
15%

運搬道路の整備
10%

穿孔

発破

積込

運搬

運搬道路の整備

一次破砕

【一般的な砕石場】（原石をダンプで坑内輸送）

【移動式破砕機＋コンベヤ】（ダンプと重機大幅削減）Case-1

【移動式破砕機で切羽で製品生産】（ダンプと重機大幅削減）Case-2



• 原石の搬送システムの更なるコストダウンと製品開発が必要 （日本コンベヤとの連携強化）



• 原石の搬送システムの更なるコストダウンと製品開発が必要 （日本コンベヤとの連携強化）



• 原石の搬送システムの更なるコストダウンと製品開発が必要 （日本コンベヤとの連携強化）



（補足①-1）
令和4年度先進的省エネルギー投資促進支援事業費補助金先進技術適応



（補足①-2）
令和4年度先進的省エネルギー投資促進支援事業費補助金先進技術適応



（補足①-3）
令和4年度先進的省エネルギー投資促進支援事業費補助金先進技術適応



５．UBEのプラント効率化提案と申請の流れ
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UBEにて

合理化提案内容の纏め

省エネ量（CO2削減量）計算

補助金受給適否の仮判定

協力会社ESJへ依頼 必要書類・情報の収集



６．UBE(Metso:Outotec)の省エネ機種①

19

バッテリー駆動型の移動式破砕機をUBE（Metso）では2023年度中の発売を目指し
開発を進めています。本移動式破砕機は事前に充電したバッテリーからの電気で駆動する
方法と外部電気ケーブルから給電する電気にて駆動する２つの方法を選択することができます。
エンジン駆動の場合と比較して運転中のCO2の排出量は半分以下になります。



６．UBE(Metso:Outotec)の省エネ機種②
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HPGRはUBE（Metso）が新規発売している破砕・粉砕機です。破砕力が遠隔で自由に調
整できるので動力原単位が低いのが特徴です。（動力原単位比はボールミルの40％ダウン、
コーンクラッシャの15％ダウン）



７．おわりに
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省エネ・カーボンニュートラルで地球環境へ貢献
（燃料代・電気代の節約）

＋
新しい機器導入のコスト削減



ご清聴いただきありがとうございました。
ご質問ありましたら、

久保田までお気軽にご連絡ください。
メール:29310u@ubemachinery.co.jp
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・本文書ＵＢＥマシナリー株式会社が著作権及びその他の権利を有する営業 秘密（含サプライヤー等第三者が権利を有するもの）
に該当するものです。

・当社の許可なく複製し、利用すること、また漏洩することは｢著作権法｣ 及び｢不正競争防止法｣によって禁じられております。

CONFIDENTIAL


